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　社会の高齢化に伴い、アルツハイマー型認知症と脳血管障害に伴う脳血管性認知症が増加している。脳血管性認知症
の場合、画像診断で微小病変が見つかるような場合でも、これらが認知症状の原因になっているかどうかの判別は難し
く、実際にはアルツハイマー病が認知症の原因となっている場合が少なくない。「脳血管障害に伴うアルツハイマー型
認知症」では、脳血管障害の二次予防とともにアルツハイマー型認知症に対する診療計画が重要となる。アルツハイマー型
認知症の危険因子のうち、家族歴・ApoEe4などの遺伝子型を除けば、年齢・高血圧・糖尿病・喫煙・高脂血症などは、
いずれも脳血管障害の危険因子と共通しており、これらの危険因子のコントロールが重要であることは言うまでもない。
　アルツハイマー型認知症の画像診断として、脳血流SPECTが重要な役割を果しているが、特に３D-SSPなどの統計
画像解析により見出される後部帯状回、楔前部などの脳血流の低下所見は、早期アルツハイマー型認知症に見られる特徴
所見として重要である。
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